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3.報告書インスタンス作

成前の準備 
 
 
 
 
 
 

本章では、報告書インスタンス作成前の準備について説

明します。 
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3-1 報告書インスタンス作成前の準備 
目次 

報告書インスタンスの作成前に、報告書インスタンスに記載する内容、添付書類等を

収集し決定します。併せてインライン XBRL で表現する文章、値等については、提出者

別タクソノミに定義したどの要素を使用するのかもこのステップで決定しておきます。 
 
 

 インライン XBRL ファイル分割時の注意 

インライン XBRL ファイルを分割する必要がある場合、分割単位を決定しておきます。

インライン XBRL ファイルには、一つ以上の隅付き括弧（【 】）目次を含む必要があり

ます。インライン XBRL ファイルを分割する場合には次の図表のようにします。 

図表 3-1-1 インライン XBRL ファイル分割時の注意 

1【●●●】
①□ □ □

あああああ・・・

2【●●●】
①□ □ □

いいいいい・・・

分割×

分割○
一つ以上の
隅付き括弧（【 】）目次を
含むように分割します。
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4.報告書インスタンスの

ファイル仕様 
 
 
 
 
 
 

本章では、報告書インスタンスのファイル仕様について

説明します。 
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4-1 報告書インスタンスのファイル構成 
目次 

報告書インスタンスのファイル構成について説明します。 
報告書インスタンスには、提出者別タクソノミの参照、ユニットの定義、コンテキス

トの定義及び DEI を設定する必要があります。これらの情報は、提出書類本文全体をタ

グ付けする場合と財務諸表本表のみをタグ付けする場合とで、定義する場所が異なりま

す。 
次の図表にあるように、提出書類本文全体をタグ付けする場合は、表紙ファイルに定

義します。 
また、財務諸表本表のみタグ付けする場合は、本表の一つ目のファイルに定義します。

独立監査人の報告書ファイルには、提出者別タクソノミの参照及びコンテキストを定義

します（ユニットの定義及び DEI の設定は不要です。）。 
 

提出書類本文全体をタグ付けする場合の表紙ファイル並びに財務諸表本表のみタグ付

けする場合の本表一つ目のファイルイメージ及び独立監査人の報告書ファイルは、

「4-1-1 ファイル構成例(1)」を参照してください。 
提出書類本文全体をタグ付けする場合の本文ファイルと、財務諸表本表のみタグ付け

する場合の二つ目以降のファイルイメージは、「4-1-2 ファイル構成例(2)」を参照してく

ださい。 

図表 4-1-1 ファイル構成のイメージ 

提出書類本文全体をタグ付けする場合

本文ファイル
１

財務諸表本表のみタグ付けする場合

本文ファイル
１

本文ファイル
２

本文ファイル
３

提出者別タクソノミの参照
ユニットの定義
コンテキストの定義
ＤＥＩの設定

表紙ファイル

財務諸表本表で最初に出現するファイルで設定します。
※２つ目以降のファイルでは設定しません。

本文ファイル
２

表紙ファイルで設定します。

提出者別タクソノミの参照
ユニットの定義
コンテキストの定義
ＤＥＩの設定

提出者別タクソノミの参照
ユニットの定義
コンテキストの定義
ＤＥＩの設定

4-1-1 ファイル構成例(1) 4-1-2 ファイル構成例(2)
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4-1-1 ファイル構成例(1) 
目次 

提出書類本文全体をタグ付けする場合の表紙ファイル並びに財務諸表本表の

みタグ付けする場合の本表一つ目のファイル及び独立監査人の報告書ファイル

の全体像は、次の図表のようになります。 

図表 4-1-2 表紙ファイルのイメージ 

 

 

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<html version="-//XBRL International//DTD XHTML Inline XBRL 1.0//EN" xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" 
xmlns="http://www.w3.org/1999/xhtml" xmlns:ix="http://www.xbrl.org/2008/inlineXBRL" 
xmlns:ixt="http://www.xbrl.org/inlineXBRL/transformation/2011-07-31" xmlns:link="http://www.xbrl.org/2003/linkbase" 
xmlns:jpdei_cor="http://disclosure.edinet-fsa.go.jp/taxonomy/jpdei/2013-08-31/jpdei_cor" xmlns:jpcrp_cor="http://disclosure.edinet-
fsa.go.jp/taxonomy/jpcrp/2013-08-31/jpcrp_cor" xmlns:jppfs_cor="http://disclosure.edinet-fsa.go.jp/taxonomy/jppfs/2013-08-31/jppfs_cor" 
xmlns:jpcrp030000-asr_X99001-000="http://disclosure.edinet-fsa.go.jp/jpcrp030000/asr/001/X99001-000/2012-03-31/01/2012-06-28" 
xmlns:xbrldi="http://xbrl.org/2006/xbrldi" xmlns:xbrli="http://www.xbrl.org/2003/instance" 
xmlns:iso4217="http://www.xbrl.org/2003/iso4217" xmlns:xlink="http://www.w3.org/1999/xlink">
<head>
<meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; charset=UTF-8" />
<style type="text/css">
body {margin: 9pt; font-family: "MS Mincho",serif; font-size: 9pt; background-color: white}
・・・
</style>
<title>開示府令&#160;&#160;有価証券報告書（XBRLタグ付けサンプル）</title>
</head>
<body>
<div class="root">
<h2>【表紙】</h2>
<br />
<table>
・・・
<td style="padding: 0pt; vertical-align: top">
<p style="margin-top: 0pt; margin-right: 9.0pt; margin-left: 18.0pt; margin-bottom: 0pt; text-indent: -9.0pt; line-height: 13.5pt">
【提出書類】
</p>
</td>
<td style="padding: 0pt; vertical-align: top">
<p style="margin: 0pt; margin-bottom: 0pt; line-height: 13.5pt">
<ix:nonNumeric name="jpcrp_cor:DocumentTitleCoverPage" contextRef="FilingDateInstant">有価証券報告書</ix:nonNumeric>
</p>
</td>
・・・
<ix:header>
<ix:hidden>
<ix:nonNumeric name="jpdei_cor:EDINETCodeDEI" contextRef="FilingDateInstant">X99001</ix:nonNumeric>
<ix:nonNumeric name="jpdei_cor:FundCodeDEI" contextRef="FilingDateInstant" xsi:nil="true"/>
<ix:nonNumeric name="jpdei_cor:SecurityCodeDEI" contextRef="FilingDateInstant">11110</ix:nonNumeric>
・・・
</ix:hidden>
<ix:references>
<link:schemaRef xlink:type="simple" xlink:href="jpcrp030000-asr-001_X99001-000_2012-03-31_01_2012-06-28.xsd" />
</ix:references>
<ix:resources>
<link:roleRef xlink:type="simple" xlink:href="http://disclosure.edinet-fsa.go.jp/taxonomy/jppfs/2013-08-31/jppfs_rt_2013-08-
31.xsd#rol_ConsolidatedBalanceSheet" roleURI="http://disclosure.edinet-fsa.go.jp/role/jppfs/rol_ConsolidatedBalanceSheet" />
<link:roleRef xlink:type="simple" xlink:href="http://disclosure.edinet-fsa.go.jp/taxonomy/jppfs/2013-08-31/jppfs_rt_2013-08-
31.xsd#rol_ConsolidatedStatementOfIncome" roleURI="http://disclosure.edinet-fsa.go.jp/role/jppfs/rol_ConsolidatedStatementOfIncome" 
/>
・・・
<xbrli:context id="FilingDateInstant">
<xbrli:entity>
<xbrli:identifier scheme="http://disclosure.edinet-fsa.go.jp">X99001-000</xbrli:identifier>
</xbrli:entity>
<xbrli:period>
<xbrli:instant>2012-06-28</xbrli:instant>
</xbrli:period>
</xbrli:context>
・・・
<xbrli:unit id="JPY">
<xbrli:measure>iso4217:JPY</xbrli:measure>
</xbrli:unit>
<xbrli:unit id="pure">
<xbrli:measure>xbrli:pure</xbrli:measure>
</xbrli:unit>
<xbrli:unit id="shares">
<xbrli:measure>xbrli:shares</xbrli:measure>
</xbrli:unit>
・・・
</ix:resources>
</ix:header>
</div>
</body>
</html>

 

DEIの設定、提出者別タクソノミの参照、コンテキスト定義

及びユニット定義は、<ix:header>タグ内で指定します。 

名前空間宣言 
利用する名前空間のプレフィックス及び名前空

間 URI を宣言します。 

「5 章 報告書インスタンスの作成 5-2 名前空

間プレフィックスと名前空間 URI」 

インスタンス値の記載 
開示情報を設定します。 
各値はインライン XBRL で記載します。 

「5 章 報告書インスタンスの作成 5-6-2 数値

を表現する要素」 

「5 章 報告書インスタンスの作成 5-6-3 数値

以外の値を表現する要素」 

DEI の設定 
DEI を設定します。 
※独立監査人の報告書ファイルの場合は、不要です。 

「5 章 報告書インスタンスの作成 5-6-7 DEI

の設定」 

提出者別タクソノミの参照 
提出者別タクソノミへの参照を設定します。 

「5 章 報告書インスタンスの作成 5-6-6 非表

示情報の設定」 

コンテキストの定義 
報告する会計年度、報告主体等を定義します。 

「5章 報告書インスタンスの作成 5-4 コンテキ

ストの定義」 

ユニットの定義 
報告する通貨、株数等の単位を定義します。 
※独立監査人の報告書ファイルの場合は、不要です。 

「5 章 報告書インスタンスの作成 5-5 ユニット

の定義」 

XML 宣言 
XML のバージョン、文字コード等を定義します。 
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4-1-2 ファイル構成例(2) 
目次 

提出書類本文全体をタグ付けする場合の本文ファイル及び財務諸表本表のみ

タグ付けする場合の二つ目以降のファイルの全体像は、次の図表のようになり

ます。 

図表 4-1-3 本文ファイルのイメージ（提出書類本文全体をタグ付けの対象とする場合） 

 

 

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<html version="-//XBRL International//DTD XHTML Inline XBRL 1.0//EN" xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" 
xmlns="http://www.w3.org/1999/xhtml" xmlns:ix="http://www.xbrl.org/2008/inlineXBRL" 
xmlns:ixt="http://www.xbrl.org/inlineXBRL/transformation/2011-07-31" xmlns:link="http://www.xbrl.org/2003/linkbase" 
xmlns:jpdei_cor="http://disclosure.edinet-fsa.go.jp/taxonomy/jpdei/2013-08-31/jpdei_cor" xmlns:jpcrp_cor="http://disclosure.edinet-
fsa.go.jp/taxonomy/jpcrp/2013-08-31/jpcrp_cor" xmlns:jppfs_cor="http://disclosure.edinet-fsa.go.jp/taxonomy/jppfs/2013-08-31/jppfs_cor" 
xmlns:jpcrp030000-asr_X99001-000="http://disclosure.edinet-fsa.go.jp/jpcrp030000/asr/001/X99001-000/2012-03-31/01/2012-06-28" 
xmlns:xbrldi="http://xbrl.org/2006/xbrldi" xmlns:xbrli="http://www.xbrl.org/2003/instance" 
xmlns:iso4217="http://www.xbrl.org/2003/iso4217" xmlns:xlink="http://www.w3.org/1999/xlink">
<head>
<meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; charset=UTF-8" />
<style type="text/css">
body {margin: 9pt; font-family: "MS Mincho",serif; font-size: 9pt; background-color: white}
・・・
</style>
<title>開示府令&#160;&#160;有価証券報告書（XBRLタグ付けサンプル）</title>
</head>
<body>
<div class="root">
<h1>第一部【企業情報】</h1>
<div>
<br />
</div>
<h2>第１【企業の概況】</h2>
<div>
</div>
<h3>１【主要な経営指標等の推移】</h3>
<div>
</div>
<ix:nonNumeric name="jpcrp_cor:BusinessResultsOfGroupTextBlock" contextRef="FilingDateInstant" escape="true">
<div class="content2">(1）連結経営指標等</div>
<div class="pageBreakAfter">
<table style="border-collapse: collapse">
・・・
<td style="border:solid black 0.75pt; padding: 0pt">
<p style="margin-top: 0pt;margin-right: 4.5pt; margin-bottom: 0pt;margin-left: 4.5pt; line-height: 13.5pt; text-align: right;">
<ix:nonFraction name="jpcrp_cor:NetSalesSummaryOfBusinessResults" contextRef="Prior4YearDuration" unitRef="JPY" decimals="-6" 
scale="6" format="ixt:numdotdecimal">231,282</ix:nonFraction></p>
</td>
<td style="border:solid black 0.75pt; padding: 0pt">
<p style="margin-top: 0pt;margin-right: 4.5pt; margin-bottom: 0pt;margin-left: 4.5pt; line-height: 13.5pt; text-align: right;">
<ix:nonFraction name="jpcrp_cor:NetSalesSummaryOfBusinessResults" contextRef="Prior3YearDuration" unitRef="JPY" decimals="-6" 
scale="6" format="ixt:numdotdecimal">273,802</ix:nonFraction></p>
</td>
・・・
</div>
</body>
</html>

 

名前空間宣言 
利用する名前空間のプレフィックス及び名前空

間 URI を宣言します。 

「5 章 報告書インスタンスの作成 5-2 名前空

間プレフィックスと名前空間 URI」 

インスタンス値の記載 
開示情報を設定します。 
各値はインライン XBRL で記載します。 

「5 章 報告書インスタンスの作成 5-6-2 数値

を表現する要素」 

「5 章 報告書インスタンスの作成 5-6-3 数値

以外の値を表現する要素」 

XML 宣言 
XML のバージョン、文字コード等を定義します。 
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4-2 報告書インスタンスのファイル名 
目次 

報告書インスタンスのファイル命名規約について説明します。 
 

 ファイル名設定時の注意 

提出書類本文全体をタグ付けの対象とする場合も、財務諸表本表のみをタグ付けの

対象とする場合も、ファイル名には提出する提出書類全体を表す府令略号、様式番

号及び報告書略号を使用します。財務諸表を表す「pfs」は使用しないよう注意してく

ださい。 

 

 
 
 

4-2-1 表紙ファイル 
目次 

表紙ファイルの命名規約は、次の図表のとおりです。 
なお、財務諸表本表のみをタグ付けの対象とする場合、表紙のインライン

XBRL ファイルは作成しません。 

図表 4-2-1 表紙ファイルの命名規約 

表紙ファイルの命名規約 

0000000_header_jp{府令略号}{様式番号}-{報告書略号}-{報告書連番

(3桁)}_{EDINETコード又はファンドコード}-{追番(3桁)}_{報告対象期間期

末日 |報告義務発生日 }_{報告書提出回数 (2 桁 )}_{報告書提出

日}_ixbrl.htm 

※表紙ファイル名は、先頭の 7桁数値と 6文字が「0000000_header」と決まっています。 

※{追番3桁}は「000」から開始し、複数の報告書インスタンスファイルとなる場合（例：シ

リーズファンド）、1 ずつ増加します。 

※{報告書提出回数(2 桁)}は、初回提出時は「01」を指定し、提出回数に合わせて 1 ず

つ増加します。 

※「報告対象期間期末日|報告義務発生日」について、「報告対象期間末日」又は「報

告義務発生日」のない提出書類、自己株券買付状況報告書及び臨時報告書は、

「報告書提出日」を指定してください。 

※各項目の詳細は、『提出者別タクソノミ作成ガイドライン』を参照してください。また、

指定する値の詳細は、『添付 4 各種命名規約の略号、連番及び追番一覧』を参照し

てください。 

 

図表 4-2-2 表紙ファイル名の設定例 

【例】 
《条件》 

対象書類 有価証券報告書 

EDINET コード X99999 追番 000 

報告対象期間末日 2012 年 3 月 31 日 

提出日 2012 年 6 月 28 日 提出回数 初回提出 

 
《ファイル名の例》 

0000000_header_jpcrp030000-asr-001_X99999-000_2012 

-03-31_01_2012-06-28_ixbrl.htm 
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4-2-2 本文ファイル 
目次 

本文ファイルの命名規約は、次の図表のとおりです。 

図表 4-2-3 本文ファイルの命名規約 

本文ファイルの命名規約 

{7 桁数値}_{英字(6 文字)}_jp{府令略号}{様式番号}-{報告書略

号}-{報告書連番(3 桁)}_{EDINET コード又はファンドコード}-{追番(3

桁)}_{報告対象期間期末日 |報告義務発生日}_{報告書提出回数(2

桁)}_{報告書提出日}_ixbrl.htm  

※{追番3桁}は「000」から開始し、複数の報告書インスタンスファイルとなる場合（例：シ

リーズファンド）、1 ずつ増加します。 

※{報告書提出回数(2 桁)}は、初回提出時は「01」を指定し、提出回数に合わせて 1 ず

つ増加します。 

※「報告対象期間期末日|報告義務発生日」について、「報告対象期間末日」又は「報

告義務発生日」のない提出書類、自己株券買付状況報告書及び臨時報告書は、

「報告書提出日」を指定してください。 

※{7 桁数値}と{英字(6 文字)}については、本章中の「ファイル名の先頭(7 桁数値と 6 文

字)の考え方」を参照してください。 

※各項目の詳細は、『提出者別タクソノミ作成ガイドライン』を参照してください。また、

指定する値の詳細は、『添付 4 各種命名規約の略号、連番及び追番一覧』を参照し

てください。 

 

図表 4-2-4 本文ファイル名の設定例 

【例】 
《条件》 

対象書
 有価証券報告書 

EDINET コード X99999 追番 000 

報告対象期間末日 2012 年 3 月 31 日 

提出日 2012 年 6 月 28 日 提出回数 初回提出 

 
《ファイル名の例》 

0101010_honbun_jpcrp030000-asr-001_X99999-000_2012 

-03-31_01_2012-06-28_ixbrl.htm 
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  ファイル名の先頭(7 桁数値と 6 文字)の考え方 

ファイル名の先頭（7 桁数値と 6 文字）は、次の図表のように指定します。 

図表 4-2-5 ファイル名の先頭の考え方 

 

XXXXXXX_任意名_jp….htm 
 

① 目次 1 階層（2 桁半角数字）※1 

例）第一部の内容について書き始める場合 → 01xxxxx_任意名_jp.htm 

② 目次 2 階層（2 桁半角数字）※1 

例）第 2 の内容について書き始める場合→ xx02xxx_任意名_jp.htm 

③ 連番（000 からの 3 桁半角数字） 

④ _（アンダースコア）及び任意名（6 文字の半角英字） 

※任意名は、6 文字で指定します。一意である必要はありません。 
※1： 書き始めの項目が含まれる目次の階層に合わせてファイル名の先頭（7 桁数値と 6 文字）を指定します（目

次に合わせて細かくファイルを分ける必要はありません。）。「00」から指定が可能です。また、インライン

XBRL ファイルが複数個ある場合、ファイル名は先頭の 7 桁数値で一意となる必要があります。 

各種連番、追番の開始番号、利用方法、具体例等については、『提出者別タクソノミ作成ガイドライン 添付

4 各種命名規約の略号、連番及び追番一覧』を参照してください。 

 
■ 本文ファイルのファイル名 

本文ファイル名の設定例について説明します。 
各様式には、目次項目に「レベル」があります。様式を確認し、最初に登場

する目次が 1 レベル、以降、項番の種類が変わる目次項目ごとに 2 レベル、3
レベル・・・となります。例えば、開示府令の場合は、次の図表のとおりです。 

図表 4-2-6 目次項目のレベル 

様式の目次 レベル 

第一部【・・・】 1 レベル （目次 1 階層） 

第１【・・・】 2 レベル （目次 2 階層） 

１【・・・】 3 レベル （目次 3 階層） 

（１）【・・・】 4 レベル （目次 4 階層） 

①【・・・】 5 レベル （目次 5 階層） 

 
 

本文ファイル名で使用する目次階層は、目次 1 階層と目次 2 階層のみです。 
よって、次の図表のようになります。 
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図表 4-2-7 ファイル名の設定例 

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

２【沿革】

･･･

第２【事業の状況】

１【業績等の概要】

２【生産、受注及び販売の状況】

････････････

0101XXX _ 任意名 .htm

0102XXX _ 任意名 .htm

企業内容等の開示に関する内閣府令第三号様式

…

…

…

 

 

  本文ファイルの連番のつけ方について 

本文ファイルの連番部分は、010、011、012…のように連続した番号で指定することも

できますが、次の図表のように番号を 10 おきに指定すると、後でファイルを追加したり、

ファイルを分割したりする場合に、メンテナンスが容易になります。 

図表 4-2-8 本文ファイルの連番のつけ方 

番号を 10 おきごとに 

指定した場合 

ファイルを追加 

分割した場合 

 番号を順番に 

指定した場合 

ファイルを追加 

分割した場合 

xxxx010_ 

任意名・・・.htm 

xxxx010_ 

任意名・・・.htm 

 xxxx010_ 

任意名・・・.htm 

xxxx010_ 

任意名・・・.htm 

xxxx015_ 

任意名・・・.htm 

 xxxx011_ 

任意名・・・.htm 

xxxx020_ 

任意名・・・.htm 

xxxx020_ 

任意名・・・.htm 

 xxxx011_ 

任意名・・・.htm 

xxxx012_ 

任意名・・・.htm 

 
 
 
 
 
 
 

例えば、網掛けの箇所のファイルを分割する場合又はファイルを追加する場合に、上の

図表の「番号を順番に連続して指定した場合」は、以降のファイル名を全て変更しなくては

なりませんが、同図表の「番号を 10 おきに指定した場合」は、次のファイル名までに 9 ファ

イル分の空きがあるため、ファイルの追加又は分割が容易に行えます。 
 

ファイルの追加 
※以降のファイル名に関係

なく、「011」から「019」ま

での間でファイル名を付

けることが可能 

ファイル名の 

変更なし 
 

ファイルの追加 

ファイル名の変更 
※追加されたファイル名

からの連番で変更が

必要 
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ファイル名の設定イメージは、次の図表のとおりです。 

図表 4-2-9 ファイル名の設定イメージ 
  
第一部【企業情報】 

第１【企業の概況】 

１【主要な経営指標等の推移】 

２【沿革】 

･･･ 

 
第２【事業の状況】 

１【業績等の概要】 

２【生産、受注及び販売の状況】 

･･･ 

･････････ 

 

第二部【提出会社の保証会社等の情報】 

第１【保証会社情報】 

１【保証の対象となつている社債】 

２【継続開示会社たる保証会社に関する事項】 

･･･ 

第２【保証会社以外の会社の情報】 

１【当該会社の情報の開示を必要とする理由】 

２【継続開示会社たる当該会社に関する事項】 

･･･ 

 

HTML  
0101010_任意名.htm ~ 

HTML  
0102010_任意名.htm ~ 

HTML  
0201010_任意名.htm ~ 

HTML  
0201010_任意名.htm ~ 

HTML  
0202010_任意名.htm ~ 

XHTML

XHTML

XHTML

XHTML

ファイルサイズ、記載内容等に
応じて分割します。

 

 
 
 
 
 

4-2-3 独立監査人の報告書ファイル 
目次 

独立監査人の報告書ファイルの命名規約は、次の図表のとおりです。 

図表 4-2-10 独立監査人の報告書ファイルの命名規約 

独立監査人の報告書ファイルの命名規約 

jpaud-{監査報告書略号}-{当期又は前期の別}{連結又は個別の別}-{報

告書連番(3桁)}_{EDINETコード又はファンドコード}-{追番(3桁)}_{報告対

象期間期末日}_{報告書提出回数(2 桁)}_{報告書提出日}_ixbrl.htm 
※各項目の詳細は、『提出者別タクソノミ作成ガイドライン』を参照してください。また、

指定する値の詳細は、『添付 4 各種命名規約の略号、連番及び追番一覧』を参照し

てください。 

 

図表 4-2-11 独立監査人の報告書ファイル名の設定例 

【例】 
《条件》 

対象書類 独立監査人の報告書 

当期又は前期の別 当期 

連結又は個
の別 個別 

EDINET コード X99999 追番 000 

報告対象期間末日 2012 年 3 月 31 日 

提出日 2012 年 6 月 28 日 提出回数 初回提出 

 
《ファイル名の例》 

jpaud-aar-cn-001_X99999-000_2012-03-31_01_2012- 

06-28_ixbrl.htm 
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4-2-4 XBRL インスタンスファイル 
目次 

作成したインライン XBRL ファイルを EDINET に登録し、XBRL インスタン

スファイルが自動作成される際のファイル命名規約は、次の図表のとおりです。

なお、自動作成される XBRL インスタンスファイル名は、マニフェストファイ

ルに定義します。 

図表 4-2-12 XBRL インスタンスファイルの命名規約 

XBRL インスタンスファイルの命名規約 

報告書  

jp{府令略号}{様式番号}-{報告書略号}-{報告書連番(3 桁)}_{EDINET

コード又はファンドコード}-{追番(3 桁)}_{報告対象期間期末日|報告義務発

生日}_{報告書提出回数(2 桁)}_{報告書提出日}.xbrl 

独立監査人の報告書  

jpaud-{監査報告書略号}-{当期又は前期の別}{連結又は個別の別}-{報

告書連番(3桁)}_{EDINETコード又はファンドコード}-{追番(3桁)}_{報告対

象期間期末日}_{報告書提出回数(2 桁)}_{報告書提出日}.xbrl 

※「報告対象期間期末日|報告義務発生日」について、「報告対象期間末日」又は「報

告義務発生日」のない提出書類、自己株券買付状況報告書及び臨時報告書は、

「報告書提出日」を指定してください。 

 

図表 4-2-13 XBRL インスタンスファイルの設定例 

【例】 
《条件》 

対象書類 有価証券報告書 

EDINET コード X99999 追番 000 

報告対象期間末日 2012 年 3 月 31 日 

提出日 2012 年 6 月 28 日 提出回数 初回提出 

 
《ファイル名の例》 

jpcrp030000-asr-001_X99999-000_2012-03-31_01_ 

2012-06-28.xbrl 
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4-3 利用可能な文字コードと文字 
目次 

報告書インスタンスで使用する文字コード（エンコーディング形式）は、「UTF-8」で

す。報告書インスタンスでは、文字コードを UTF-8 に指定する際に BOM(Byte Order Mark)
を付与することを原則とします。BOM を付与していない場合、ブラウザで文字化けを起

こす可能性があります。 
提出書類作成時に使用できる文字コードについては、『提出書類ファイル仕様書』の「4-1 

文字コードセット」を参照してください。 
 
 

4-3-1 実体参照の入力 
目次 

タグで用いられる「<」、「>」等のマークアップ記号及び特定の記号は、その

ままインスタンス値として使用できません。 
これらの記号を報告項目内で使用する場合は、「実体参照」（「文字実体参照」

又は「数値文字参照」）で入力します。実体参照は、そのまま入力できない文字

の代わりとして定義されている代替文字を指定し、該当の文字を入力する方法

です。 

図表 4-3-1 文字実体参照及び数値文字参照の例 

【文字実体参照及び数値文字参照の例】 

空白を表す文字実体参照
「&nbsp;」は、インラインXBRL
内で使用不可

※ インラインXBRL内で使用できる文字実体

参照は４種類のみ

文字実体参照

当社グループは、当社 及び A&B社で構成されております。

数値文字参照
<ix:nonNumeric・・・>
・・・
当社グループは、当社&#160;及び&#160; A&amp;B社で
構成されております。
・・・
</ix:nonNumeric>
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なお、次の図表にある 4 種類の文字実体参照はインライン XBRL ファイル内

で指定できますが、これら以外の文字実体参照（&nbsp;、&cent;、&pound;等、

HTML で指定可能な文字実体参照）は、インライン XBRL ファイル内で指定で

きません。次の図表に記載の文字以外の文字は、数値文字参照を使用して表し

ます。例えば、空白を表す「&nbsp;」をインライン XBRL ファイル内で使用す

る場合は、数値文字参照の代替文字「&#160;」を指定し入力できます。 

図表 4-3-2 インライン XBRL ファイル内に文字実体参照で入力できる文字の一覧 

No 入力文字 代替文字 

1 < &lt; 

2 > &gt; 

3 & &amp; 

4 " &quot; 

 
 
 
 

4-4 英語表記を入力する項目 
目次 

人名、企業名等を入力する際に、英語表記しなければならない項目があります。DEI
で英語表記する項目は、半角で入力する必要があります。DEI 以外で英語表記する項目

は、全角又は半角で入力できます。 
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5.報告書インスタンスの

作成 
 
 
 
 
 
 

本章では、報告書インスタンスの作成について説明しま

す。 
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5-5 ユニットの定義 
目次 

ユニットの定義について説明します。 
 
 

5-5-1 ユニットの設定 
目次 

数値情報の単位を表現するために、報告書インスタンスにユニットを設定し

ます。ユニットには「id 属性」（以下「ユニット ID」という。）を設定し、「measure

要素」を定義します。 
勘定科目の金額を日本円で記載する場合、日本円を意味する「JPY」をユニッ

ト ID に指定し、同様に日本円を意味する「iso4217:JPY」を measure 要素の値と

して指定します。 
なお、インスタンス値から参照されないユニットは報告書インスタンスには

定義しません。また、次の「図表 5-5-1 日本円のユニット」から「図表 5-5-5  1

株当たりの金額」までのユニットに適切なものがない場合、XBRL インターナ

ショナル（以下「XII」という。）が規定する Units Registry に登録されているも

ののうち、適切なものを利用できます。Units Registry は、XII によって公開さ

れています。詳細は、XII のホームページ（http://www.xbrl.org/utr/utr.xml）を参

照してください。 
ユニットに指定する値の詳細は、次の「図表 5-5-1 日本円のユニット」から

「図表 5-5-5  1 株当たりの金額」までのとおりです。 
 

図表 5-5-1 日本円のユニット 

ユニット ID JPY 

measure iso4217:JPY※ 

対応するデータ型 monetaryItemType 

説明 日本円の金額の単位として利用します。 

※ iso4217 の名前空間 URI は、“http://www.xbrl.org/2003/iso4217”です。 

 

図表 5-5-2 その他の通貨 

ユニット ID {iso4217 に規定される英語 3 文字} ※ 

measure iso4217:{iso4217 に規定される英語 3 文字} 

 記載例：iso4217:USD 

対応するデータ型 monetaryItemType 

説明 日本円以外の金額に利用します。 

※ Units Registry に登録されているものに限ります。 

 

図表 5-5-3 純粋型 

ユニット ID pure 

measure xbrli:pure 

対応するデータ型 pureItemType 

percentItemType 

decimalItemType 

nonNegativeIntegerItemType 

説明 割合（％）、整数、小数及び人数に利用します。 
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図表 5-5-4 株式数 

ユニット ID shares 

measure xbrli:shares 

対応するデータ型 sharesItemType 

説明 株式数に利用します。 

 

図表 5-5-5 1 株当たりの金額 

ユニット ID JPYPerShares 

measure iso4217:JPY / xbrli:shares ※ 

対応するデータ型 perShareItemType 

説明 1 株当たりの金額（日本円）に利用します。 

※ 「図表 5-5-5 1 株当たりの金額」は、金額は日本円を表しますが、その他の通貨を使用する場合は、

「図表 5-5-2 その他の通貨」の設定に合わせて「JPY」を変更します。 

 
 

  分母及び分子を用いたユニットを定義する場合 

分母及び分子を用いたユニットを定義する場合は、divide 要素、unitNumerator 要素及び

unitDenominator 要素を用います。具体例は、次の図表のとおりです。 

図表 5-5-6 分母及び分子を用いる場合の例 

【分母及び分子を用いる場合の例】 

  

<xbrli:unit id="JPYPerShares">
<xbrli:divide>

<xbrli:unitNumerator>
<xbrli:measure>iso4217:JPY</xbrli:measure>

</xbrli:unitNumerator>
<xbrli:unitDenominator>

<xbrli:measure>xbrli:shares</xbrli:measure>
</xbrli:unitDenominator>

</xbrli:divide>
</xbrli:unit>
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5-5-2 参照するユニットの設定 
目次 

開示書類等提出者が定義したユニットを参照するために「unitRef 属性」を使

用します。 
参照するユニットの設定例は、次の図表のとおりです。 

図表 5-5-7 参照するユニットの設定例 

【参照するユニットの設定例】 

 

<xbrli:unit id="JPY">
<xbrli:measure>iso4217:JPY</xbrli:measure>

</xbrli:unit>
・・・

 

 

<ix:nonFraction contextRef="CurrentYearDuration" 
format="ixt:numdotdecimal" name="jppfs_cor:OrdinaryIncome" 
unitRef="JPY" decimals="-6" scale="6">111,111</ix:nonFraction>
ユニットの参照

（ユニットIDが「JPY」を参照）
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5-6 インライン XBRL ファイルの作成 
目次 

報告項目の各値又は内容をインライン XBRL で記載します。インライン XBRL では

XHTML で表現された内容に独自のタグを埋め込むことで、XBRL インスタンスの中で

表される要素を設定します。 
インライン XBRL ファイルに記載するタグは、次の図表のように、開始タグと終了タ

グが必要です。また、開始タグには必要に応じて属性も指定します。属性の記載順序に

規定はありません。 
開始タグと終了タグとの間には、値（数値、文字列、注記番号等）を入力します。 

図表 5-6-1 インライン XBRL のタグのイメージ 

<ix:nonFraction name="・・・"> 数値 </ ix:nonFraction >

開始タグ 終了タグ

要素 属性

ix:で
始まる

<ix:nonNumeric name="・・・"> 文字列 </ ix:nonNumeric >
要素 属性

ix:で
始まる

 

 

  name 属性に指定する値 

name 属性に指定する値は、報告項目となる要素を指定します。このとき、QName（名

前空間プレフィックス：要素名）で指定します。 
 
 
 

インライン XBRL ファイルで使用する要素は、次の図表のとおりです。数値、数値以

外、注記番号等設定する内容の種類ごとに定められた要素を設定します。 

図表 5-6-2 インライン XBRL で使用する要素 

要素名 説明 

ix:nonFraction 金額又は数値を表現する場合 

ix:nonNumeric 数値以外の文字列又は文章を表現する場合 

ix:footnote フットノートリンクを表現する場合 

ix:header ヘッダ情報を定義する場合 

ix:hidden 表示しない値を定義する場合 

ix:references スキーマ参照を定義する場合 

ix:resources ロールタイプ参照、アークロールタイプ参照等を定義する場合 
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5-6-1 インライン XBRL ファイルの規定及び禁止事項 
目次 

インライン XBRL ファイルについて、次のような規定及び禁止事項がありま

す。 
 

5-6-1-1 DOCTYPE 宣言の禁止 
目次 

インライン XBRL ファイルでは、DOCTYPE 宣言の付与を禁止しています。

XHTML1.1 では DOCTYPE 宣言を付与しますが、インライン XBRL の仕様を優

先し、DOCTYPE 宣言を付与しないようにしてください。 
 
 

5-6-1-2 インスタンス値の指定に関する規約 
目次 

インスタンス値を指定した要素は、提出者別タクソノミの表示リンク又は定

義リンクに定義されている必要があります。詳しくは『提出者別タクソノミ作成

ガイドライン』を参照してください。 
 

同一の要素、コンテキスト及びユニットを用いるべき同一の値が詳細タグ付

け対象範囲に複数回現れる場合、出現箇所の全てにおいてタグ付けします。 
インライン XBRL において、同一コンテキスト及びユニットが設定された同

一の要素による、異なる値のタグ付けは禁止します。例えば、次の図表のよう

に同一の要素、コンテキスト及びユニットで、「303,080」及び「450,030」とい

う二つの異なる値をタグ付けすることはできません。 

図表 5-6-3 認められないインスタンス値の例 

【例】 
 

同一要素

<p>
<ix:nonFraction name="jpcrp_cor:NetSalesSummaryOfBusinessResults" 
contextRef="Prior2YearDuration" unitRef="JPY" decimals="-6" scale="6" 
format="ixt:numdotdecimal">303,080</ix:nonFraction>
</p>
・・・
<p>
<ix:nonFraction name="jpcrp_cor:NetSalesSummaryOfBusinessResults" 
contextRef="Prior2YearDuration" unitRef="JPY" decimals="-6" scale="6" 
format="ixt:numdotdecimal">450,030</ix:nonFraction>
</p>
・・・

同一の要素でインスタンス値が異なる場合、
同一のコンテキストとユニットは設定しない  
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7-2 株主資本等変動計算書等 
目次 

『提出者別タクソノミ作成ガイドライン』のとおり、株主資本等変動計算書等の項目のう

ち「当期末残高」と「当期首残高」における純資産合計は、貸借対照表で定義した純資

産の部の要素と同一です。 
したがって、貸借対照表の純資産並びに株主資本等変動計算書等の「当期末残高」及

び「当期首残高」におけるそれぞれの純資産合計の値は、同一の値を同一要素、同一コ

ンテキスト及び同一ユニットでそれぞれタグ付けする必要があります。 

図表 7-2-1 株主資本等変動計算書等の純資産合計 

当年度

前年度

当期末残高と当期首残高の
純資産合計の値は完全一致
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7-3 外国会社の円貨併記の取扱い 
目次 

外国会社が提出する財務諸表について、外貨建ての金額により表示している場合には、

企業内容等の開示に関する内閣府令、財務諸表等規則等に基づき、主要な事項について

円貨に換算した金額を併記します。この場合、要素名とコンテキスト ID は円貨と同じ指

定にし、ユニット ID に適切な外貨ユニットを指定する必要があります。 
 

  単位の指定 

使用する外貨について ISO4217 で規定しているコードを指定します（例：中

国元の場合、ユニット ID は「CNY」、measure は「iso4217:CNY」を指定します。）。 
ユニット ID の詳細は、「5 章 報告書インスタンスの作成 5-5-1 ユニットの設

定」を参照してください。 
 
 
 

7-4 表紙ファイル作成時の注意事項 
目次 

表紙に関するコンテキストは、全て「提出日」を利用してタグ付けします。 
 

表紙の【会社名】に旧会社名を付記する場合、次の図表にあるように、会社名の要素

で旧会社名も含めてタグ付けします。【英訳名】の旧社名についても【会社名】と同様の

タグ付けをします。なお、社名変更の注釈を英訳名の下に記載する場合は、注釈を日本

語で記載するときも英訳名の要素でタグ付けします。 

図表 7-4-1 表紙の会社名に旧会社名を付記する例 

社名変更の注釈は、英訳名の要素でタグ付け

 

 
 

  みなし有価証券届出書の表紙 

みなし有価証券届出書の表紙は、募集事項等記載書面の表紙と有価証券報告書の表紙が

一体となった表紙であることに注意してください。詳細は『提出者別タクソノミ作成ガイドラ

イン』の「7-11 みなし有価証券届出書」を参照してください。 
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7-5 有価証券届出書で次の四半期又は中間

期を記載する場合のコンテキスト 
目次 

有価証券届出書で次の事業年度の四半期又は中間期の財務諸表を記載する場合は、最

近事業年度を表すコンテキスト ID は Prior1Year、前事業年度を表すコンテキスト ID は

Prior2Year で始まるようにそれぞれ定義します。 
次の事業年度における四半期財務諸表は CurrentQuarter 又は CurrentYTD で始まるコン

テキスト ID を、次の事業年度における中間財務諸表は Interim で始まるコンテキスト ID
をそれぞれ定義します。 

図表 7-5-1 使用するコンテキスト ID 

 最近事業年度 第 1 四半期 第 3 四半期 中間期 

時点 Prior1Year CurrentQuarter CurrentQuarter Interim 

期間 Prior1Year CurrentYTD CurrentYTD※ Interim 

※CurrentYTD は、累計期間を表します。第 3 四半期で会計期間の情報を記載する場合は、

CurrentQuarter を使用します。 

 
 

 次の四半期又は中間期を記載しない場合 

有価証券届出書で次の事業年度の四半期又は中間期の財務諸表を記載しない場

合は、最近事業年度を表すコンテキスト IDはCurrentYear、前事業年度を表すコンテ

キスト ID は Prior1Year で始まるようにそれぞれ定義します。 

 

 
 
 

7-6 「同上」、「同左」等の記載 
目次 

個々にタグ付けする要素の記載内容には、「同上」、「同左」、「〃」等、他の記載を参照

する文言を用いないことを推奨します。 

図表 7-6-1 「同上」が記載される例 

【表紙】

東京都千代田区・・・【本店の所在の場所】

０３－XXXX－XXXX（代表）【電話番号】

同上【事務連絡者氏名】

同上【電話番号】

同上【最寄りの連絡場所】

企画部長 財務 太郎【事務連絡者氏名】

・・・

関東財務局長【提出先】

金融商品取引法第24条の４の７第１項【根拠条文】

四半期報告書【提出書類】

東京都千代田区・・・【本店の所在の場所】

０３－XXXX－XXXX（代表）【電話番号】

同上【事務連絡者氏名】

同上【電話番号】

同上【最寄りの連絡場所】

企画部長 財務 太郎【事務連絡者氏名】

・・・

関東財務局長【提出先】

金融商品取引法第24条の４の７第１項【根拠条文】

四半期報告書【提出書類】

【表紙】

０３－XXXX－XXXX（代表）【電話番号】

東京都千代田区・・・【本店の所在の場所】

企画部長 財務 太郎【事務連絡者氏名】

０３－XXXX－XXXX【電話番号】

東京都千代田区・・・【最寄りの連絡場所】

企画部長 財務 太郎【事務連絡者氏名】

・・・

関東財務局長【提出先】

金融商品取引法第24条の４の７第１項【根拠条文】

四半期報告書【提出書類】

０３－XXXX－XXXX（代表）【電話番号】

東京都千代田区・・・【本店の所在の場所】

企画部長 財務 太郎【事務連絡者氏名】

０３－XXXX－XXXX【電話番号】

東京都千代田区・・・【最寄りの連絡場所】

企画部長 財務 太郎【事務連絡者氏名】

・・・

関東財務局長【提出先】

金融商品取引法第24条の４の７第１項【根拠条文】

四半期報告書【提出書類】

それぞれタグ
付けする項目

「同上」を
用いずに記載
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7-7 詳細タグ付けの範囲及び方針 
目次 

詳細タグ付けの範囲及び方針については、『EDINET タクソノミの概要説明』の「2-5 詳

細タグ付けの範囲及び方針」を参照してください。 
 
 
 

7-8 訂正報告時の提出ファイル 
目次 

訂正報告時に作成する提出ファイルの留意点は、『EDINET タクソノミの概要説明』の

「2-1-5 訂正報告時の提出ファイル」を参照してください。 
 
 
 

7-9 みなし有価証券届出書 
目次 

みなし有価証券届出書及びその関連書類については、『提出者別タクソノミ作成ガイドライ

ン』の「7-11 みなし有価証券届出書」を参照してください。 
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